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(57)【要約】
【課題】可聴域の全体の音が聞き取りやすく、使用者に 
不快感を与えにくく負担の少ないイヤホンを提供する。
【解決手段】骨伝導振動発生素子１０と、空気伝導振動 
発生素子２０とを有するイヤホン１であって、イヤホン 
１を装着した際に、空気伝導振動発生素子２０は、骨伝 
導振動発生素子１０よりも耳腔の奥側に配置されている 
。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　3　　ＯＬ　（全5頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 と 、 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 と を 有 す る イ ヤ ホ ン で あ っ て 、
前 記 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 は 、 前 記 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 よ り も 耳 腔 の 奥 側 に 配 置 さ れ て い  
る こ と を 特 徴 と す る イ ヤ ホ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 の 最 低 周 波 数 は 、 前 記 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 の 最 低 周 波 数 よ り も  
小 さ い 請 求 項 １ に 記 載 の イ ヤ ホ ン 。
た だ し 、 最 低 周 波 数 は 、 縦 軸 に ゲ イ ン を 表 示 す る 周 波 数 特 性 グ ラ フ に お い て 、 ゲ イ ン が ピ  
ー ク 値 よ り － １ ０ ｄ Ｂ 以 内 に あ る 周 波 数 領 域 内 で 最 も 低 い 周 波 数 を 指 す も の と す る 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 の 下 記 式 （ １ ） に よ り 算 出 さ れ る 固 有 振 動 数 は 、 前 記 骨 伝 導 振  
動 発 生 素 子 の 下 記 式 （ １ ） に よ り 算 出 さ れ る 固 有 振 動 数 よ り も 低 い 請 求 項 １ ま た は ２ に 記  
載 の イ ヤ ホ ン 。
固 有 振 動 数 ［ Ｈ ｚ ］ ＝ １ ／ ２ π × √ （ ｋ ／ ｍ ）       （ １ ）
（ 式 中 、 ｋ は バ ネ 定 数 ［ Ｎ ／ ｍ ］ を 示 し 、 ｍ は 質 量 ［ ｋ ｇ ］ を 示 す 。 )
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 と 、 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 と を 有 す る イ ヤ ホ ン に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 か ら 、 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 を 用 い た 骨 伝 導 イ ヤ ホ ン が 知 ら れ て い る 。 骨 伝 導 と は 、 骨  
を 伝 導 す る 骨 伝 導 振 動 （ 骨 導 音 ） が 鼓 膜 と 耳 小 骨 と を 経 由 す る こ と な く 、 頭 蓋 骨 等 の 対 組  
織 を 通 じ て 直 接 、 蝸 牛 に 音 が 伝 わ る 音 認 識 の メ カ ニ ズ ム を 指 す 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
通 常 の 音 認 識 は 空 気 を 介 し て 音 （ 気 導 音 ） が 鼓 膜 を 振 動 さ せ て 内 耳 に 伝 わ る が 、 骨 導 音 は  
外 耳 や 中 耳 を 介 す る 必 要 が な い た め 、 外 耳 や 中 耳 に 障 害 も あ る 伝 音 声 難 聴 者 に 骨 伝 導 振 動  
発 生 素 子 が 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 骨 導 音 は 気 導 音 の 影 響 を 受 け に く い た め 、 例 え ば 、 工 事 現 場 等 の 外 部 の 騒 音 が 激 し  
い 場 所 に お い て 、 作 業 員 が 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 を 用 い た 骨 伝 導 イ ヤ ホ ン 等 を 使 用 す る こ と  
に よ り 、 作 業 員 同 士 の 会 話 や 安 全 確 保 の た め の 注 意 喚 起 に 用 い る こ と が で き 、 作 業 の 安 全  
性 を 高 め る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の よ う な 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 を 用 い た 骨 伝 導 イ ヤ ホ ン と し て は 、 特 許 文 献 １ に 示 さ れ て  
い る よ う に 、 供 給 さ れ る 微 弱 な 電 流 変 化 に も 瞬 時 に 反 応 し 、 こ れ に よ り 高 音 質 化 、 電 流 消  
耗 率 の 低 減 化 を 図 る こ と が 可 能 と な る 骨 伝 導 イ ヤ ホ ン が 知 ら れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ８ － １ ３ １ ４ ７ ０ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
従 来 の 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 を 用 い た 骨 伝 導 イ ヤ ホ ン は 、 低 音 域 等 の 一 部 の 音 に お い て 、 骨  
伝 導 振 動 発 生 素 子 の 振 動 が 大 き く な り 過 ぎ て 骨 伝 導 イ ヤ ホ ン の 使 用 者 に 不 快 感 を 与 え る こ  
と や 、 音 が 聞 き 取 り に く い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 可 聴 域 の 全 体 の 音 が 聞 き 取 り や す く 、 使 用 者 に 不 快 感 を 与 え に く く 負  
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担 の 少 な い イ ヤ ホ ン を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 の 課 題 を 解 決 す る こ と が で き た イ ヤ ホ ン は 、 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 と 、 空 気 伝 導 振 動 発  
生 素 子 と を 有 す る イ ヤ ホ ン で あ っ て 、 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 は 、 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 よ り  
も 耳 腔 の 奥 側 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
上 記 の イ ヤ ホ ン に お い て 、 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 の 最 低 周 波 数 は 、 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 の  
最 低 周 波 数 よ り も 小 さ い こ と が 好 ま し い 。
た だ し 、 最 低 周 波 数 は 、 縦 軸 に ゲ イ ン を 表 示 す る 周 波 数 特 性 グ ラ フ に お い て 、 ゲ イ ン が ピ  
ー ク 値 よ り － １ ０ ｄ Ｂ 以 内 に あ る 周 波 数 領 域 内 で 最 も 低 い 周 波 数 を 指 す も の と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 の イ ヤ ホ ン に お い て 、 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 の 固 有 振 動 数 の ピ ー ク 値 は 、 骨 伝 導 振 動  
発 生 素 子 の 固 有 振 動 数 の ピ ー ク 値 よ り も 低 い こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の イ ヤ ホ ン に よ れ ば 、 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 と 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 と を 有 し て お り  
、 イ ヤ ホ ン を 装 着 し た 際 に 、 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 が 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 よ り も 耳 腔 の 奥  
側 に 配 置 さ れ て い る こ と に よ り 、 可 聴 域 の 全 体 の 音 が 聞 き 取 り や す く 、 使 用 者 に 負 担 を 与  
え に く い イ ヤ ホ ン と す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る イ ヤ ホ ン の 断 面 模 式 図 を 表 す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
以 下 、 本 発 明 に 係 る イ ヤ ホ ン に 関 し て 、 図 面 を 参 照 し つ つ 具 体 的 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は  
も と よ り 図 示 例 に 限 定 さ れ る 訳 で は な く 、 前 ・ 後 記 の 趣 旨 に 適 合 し 得 る 範 囲 で 適 当 に 変 更  
を 加 え て 実 施 す る こ と も 可 能 で あ り 、 そ れ ら は い ず れ も 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 包 含 さ れ る  
。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る イ ヤ ホ ン １ の 断 面 模 式 図 で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、  
イ ヤ ホ ン １ は 、 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 １ ０ と 、 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 ２ ０ と を 有 し て お り 、  
空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 ２ ０ は 、 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 １ ０ よ り も 耳 腔 の 奥 側 に 配 置 さ れ て い  
る 。 つ ま り 、 イ ヤ ホ ン １ を 装 着 し て い る 状 態 に お い て 、 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 ２ ０ は 、 骨  
伝 導 振 動 発 生 素 子 １ ０ よ り も 使 用 者 側 に あ る 。 ま た 、 イ ヤ ホ ン １ が 放 音 孔 を 有 し て い る 場  
合 、 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 ２ ０ は 、 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 １ ０ よ り も 放 音 孔 に 近 い 位 置 に 配  
置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
イ ヤ ホ ン １ が 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 １ ０ と 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 ２ ０ と を 有 し て い る こ と に  
よ り 、 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 １ ０ の 振 動 が 大 き く な り や す い 低 音 域 等 の 一 部 の 音 に つ い て は  
、 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 ２ ０ か ら 発 生 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 つ ま り 、 低 音 域 等 の 骨 伝  
導 振 動 発 生 素 子 １ ０ が 発 し た 場 合 に は 大 き な 振 動 が 発 生 し て イ ヤ ホ ン １ の 使 用 者 の 耳 に 負  
担 を 与 え る お そ れ の あ る 一 部 の 音 は 、 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 ２ ０ か ら 発 す る こ と が で き る  
。 そ の 結 果 、 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 １ ０ の 大 き な 振 動 を 抑 制 す る こ と が で き 、 イ ヤ ホ ン １ が  
大 き く 振 動 し て 音 が 聞 き 取 り に く い こ と や 使 用 者 に 不 快 感 を 与 え て 負 担 を か け る こ と を 防  
止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 ２ ０ が 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 １ ０ よ り も 耳 腔 の 奥 側 に 配 置 さ れ  
て い る こ と に よ り 、 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 ２ ０ か ら 発 せ ら れ た 音 を 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 １  
０ が 遮 り に く く 、 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 １ ０ か ら 発 せ ら れ た 音 と 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 ２ ０  
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か ら 発 せ ら れ た 音 の 両 方 が イ ヤ ホ ン １ の 使 用 者 に 十 分 に 伝 え る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、  
可 聴 域 の 全 体 の 音 を イ ヤ ホ ン １ に よ っ て 伝 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 ２ ０ の 最 低 周 波 数 は 、 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 １ ０ の 最 低 周 波 数 よ り も  
小 さ い こ と が 好 ま し い 。 た だ し 、 最 低 周 波 数 は 、 縦 軸 に ゲ イ ン を 表 示 す る 周 波 数 特 性 グ ラ  
フ に お い て 、 ゲ イ ン が ピ ー ク 値 よ り － １ ０ ｄ Ｂ 以 内 に あ る 周 波 数 領 域 内 で 最 も 低 い 周 波 数  
を 指 す も の と す る 。 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 ２ ０ の 最 低 周 波 数 が 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 １ ０ の  
最 低 周 波 数 よ り も 低 い こ と に よ り 、 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 ２ ０ が 発 す る こ と が で き る 音 域  
が 、 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 １ ０ が 発 す る こ と が で き る 音 域 よ り も 低 く な る 。 そ の た め 、 骨 伝  
導 振 動 発 生 素 子 １ ０ の 振 動 が 大 き く な り や す い 低 音 域 の 音 を 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 ２ ０ が  
発 生 さ せ る こ と と な り 、 イ ヤ ホ ン １ が 大 き く 振 動 し に く く な る 。 そ の た め 、 イ ヤ ホ ン １ の  
使 用 者 に 不 快 感 を 与 え に く く 、 ま た 、 イ ヤ ホ ン １ か ら 発 せ ら れ た 音 が 聞 き 取 り や す く な る  
。
【 ０ ０ １ ９ 】
空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 ２ ０ の 最 低 周 波 数 は 、 ２ ０ Ｈ ｚ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し く 、 ６ ０ Ｈ  
ｚ 以 上 で あ る こ と が よ り 好 ま し く 、 １ ０ ０ Ｈ ｚ 以 上 で あ る こ と が さ ら に 好 ま し い 。 空 気 伝  
導 振 動 発 生 素 子 ２ ０ の 最 低 周 波 数 の 下 限 値 を 上 記 の 範 囲 に 設 定 す る こ と に よ り 、 空 気 伝 導  
振 動 発 生 素 子 ２ ０ が 低 音 を 発 し や す く 、 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 １ ０ が 音 を 発 し た 際 に 大 き な  
振 動 が 起 こ り に く く な る 。 な お 、 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 ２ ０ の 最 低 周 波 数 の 上 限 値 は 、 例  
え ば 、 ５ ０ ０ Ｈ ｚ 以 下 、 ３ ０ ０ Ｈ ｚ 以 下 、 ２ ０ ０ Ｈ ｚ 以 下 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 １ ０ の 最 低 周 波 数 は 、 ２ ０ ０ Ｈ ｚ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し く 、 ２ ５ ０  
Ｈ ｚ 以 上 で あ る こ と が よ り 好 ま し く 、 ３ ０ ０ Ｈ ｚ 以 上 で あ る こ と が さ ら に 好 ま し い 。 骨 伝  
導 振 動 発 生 素 子 １ ０ の 最 低 周 波 数 の 下 限 値 を 上 記 の 範 囲 に 設 定 す る こ と に よ り 、 骨 伝 導 振  
動 発 生 素 子 １ ０ が 音 を 発 生 さ せ た と き に 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 １ ０ が 大 き く 振 動 し に く く 、  
イ ヤ ホ ン １ が 大 き く 振 動 す る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。 な お 、 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 １ ０ の  
最 低 周 波 数 の 上 限 値 は 、 例 え ば 、 １ ｋ Ｈ ｚ 以 下 、 ７ ５ ０ Ｈ ｚ 以 下 、 ５ ０ ０ Ｈ ｚ 以 下 と す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 ２ ０ の 下 記 式 （ １ ） に よ り 算 出 さ れ る 固 有 振 動 数 は 、 骨 伝 導 振 動 発  
生 素 子 １ ０ の 下 記 式 （ １ ） に よ り 算 出 さ れ る 固 有 振 動 数 よ り も 低 い こ と が 好 ま し い 。
固 有 振 動 数 ［ Ｈ ｚ ］ ＝ １ ／ ２ π × √ （ ｋ ／ ｍ ）       （ １ ）
（ 式 中 、 ｋ は バ ネ 定 数 ［ Ｎ ／ ｍ ］ を 示 し 、 ｍ は 質 量 ［ ｋ ｇ ］ を 示 す 。 )
空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 ２ ０ の 固 有 振 動 数 が 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 １ ０ の 固 有 振 動 数 よ り も 低  
い こ と に よ り 、 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 ２ ０ が 低 音 を 発 し や す く 、 か つ 、 骨 伝 導 振 動 発 生 素  
子 １ ０ が 高 音 を 発 し や す く な る た め 、 そ の 結 果 、 可 聴 域 全 体 の 音 が 聞 き 取 り や す く な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 ２ ０ の 固 有 振 動 数 は 、 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 １ ０ の 固 有 振 動 数 よ り も  
低 く 、 か つ 、 ２ ０ Ｈ ｚ 以 上 １ ０ ｋ Ｈ ｚ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子  
２ ０ の 固 有 振 動 数 を 上 記 の 範 囲 に 設 定 す る こ と に よ り 、 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 ２ ０ が 低 音  
を 十 分 に 伝 え る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 １ ０ の 固 有 振 動 数 は 、 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 ２ ０ の 固 有 振 動 数 よ り も  
高 く 、 か つ 、 ５ ０ ０ Ｈ ｚ 以 上 １ ２ ｋ Ｈ ｚ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子  
１ ０ の 固 有 振 動 数 を 上 記 の 範 囲 に 設 定 す る こ と に よ り 、 高 音 を 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 １ ０ が  
十 分 に 発 す る こ と が で き 、 イ ヤ ホ ン １ の 使 用 者 の 耳 に 負 担 を 与 え に く く す る こ と が で き る  
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 示 し て い な い が 、 イ ヤ ホ ン １ は 、 右 側 イ ヤ ホ ン と 左 側 イ ヤ ホ ン の い ず れ か 一 方 の み を 有  
し て い て も よ く 、 右 側 イ ヤ ホ ン お よ び 左 側 イ ヤ ホ ン を 有 し て い て も よ い 。 中 で も 、 イ ヤ ホ  
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ン １ は 、 右 側 イ ヤ ホ ン お よ び 左 側 イ ヤ ホ ン を 有 し て い る こ と が 好 ま し い 。 イ ヤ ホ ン １ が 右  
側 イ ヤ ホ ン お よ び 左 側 イ ヤ ホ ン を 有 し て い る こ と に よ り 、 イ ヤ ホ ン １ か ら 出 力 さ れ た 音 を  
両 耳 で 聴 く こ と が で き 、 音 が 聴 き 取 り や す く な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
イ ヤ ホ ン １ が 右 側 イ ヤ ホ ン お よ び 左 側 イ ヤ ホ ン を 有 し て い る 場 合 、 右 側 イ ヤ ホ ン と 左 側 イ  
ヤ ホ ン は コ ー ド 等 に よ っ て 連 結 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 右 側 イ ヤ ホ ン と 左 側 イ ヤ ホ ン  
と が コ ー ド 等 に よ っ て 連 結 さ れ て い る こ と に よ り 、 右 側 イ ヤ ホ ン と 左 側 イ ヤ ホ ン の い ず れ  
か 一 方 を 紛 失 す る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 示 し て い な い が 、 イ ヤ ホ ン １ は 、 マ イ ク ロ ホ ン を 有 し て い る こ と が 好 ま し い 。 イ ヤ ホ ン  
１ が マ イ ク ロ ホ ン を 有 し て い る こ と に よ り 、 イ ヤ ホ ン １ の 使 用 時 で あ っ て 携 帯 電 話 等 を 用  
い て 通 話 を す る 際 に 会 話 が 行 い や す く な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 の イ ヤ ホ ン は 、 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 と 、 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 と を  
有 す る イ ヤ ホ ン で あ っ て 、 イ ヤ ホ ン を 装 着 し た 際 に 、 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 は 、 骨 伝 導 振  
動 発 生 素 子 よ り も 使 用 者 側 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。 イ ヤ ホ ン が 、 骨 伝 導 振 動  
発 生 素 子 と 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子 と を 有 し て お り 、 イ ヤ ホ ン を 装 着 し た 際 に 、 空 気 伝 導 振  
動 発 生 素 子 が 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子 よ り も 使 用 者 側 に 配 置 さ れ て い る こ と に よ り 、 可 聴 域 の  
全 体 の 音 が 聞 き 取 り や す く 、 使 用 者 に 負 担 を 与 え に く い イ ヤ ホ ン と す る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ ： イ ヤ ホ ン
１ ０ ： 骨 伝 導 振 動 発 生 素 子
２ ０ ： 空 気 伝 導 振 動 発 生 素 子
【 図 面 】
【 図 １ 】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

